
　
八
月
十
日

　
昨
日
は
大
学
の
通
信
機
能
、
そ
の
他
一
切
合
切
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
で
休
ん

だ
。
夕
方
、
烏
山
宗
柳
で
若
松
氏
と
打
合
わ
せ
。
諸
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
。

　
今
朝
の
朝
日
、
毎
日
の
論
評
、
又
、
世
論
調
査
は
大
方
、
小
泉
支
持
に
傾

い
た
趣
あ
り
。
ゆ
っ
く
り
と
全
部
読
ん
だ
。
小
泉
首
相
と
い
う
人
物
は
劇
場

国
家
化
し
て
い
る
日
本
の
現
実
を
直
観
で
把
握
し
て
い
る
才
が
あ
る
様
だ
。

参
院
で
の
郵
政
民
営
化
法
案
否
決
、
即
日
解
散
、
反
対
勢
力
の
公
認
拒
否
、

記
者
会
見
で
の
「
国
会
は
否
と
し
た
が
、
国
民
の
信
を
問
い
た
い
」
発
言
。

一
連
の
動
き
が
劇
場
の
如
く
に
場
面
を
変
え
、
登
場
人
物
を
代
え
、
変
転
し

て
い
っ
た
。
第
一
幕
の
幕
切
れ
は
八
日
夜
の
記
者
会
見
だ
っ
た
。
こ
こ
で
の

小
泉
首
相
の
演
技
力
は
真
に
迫
り
、
否
決
さ
れ
た
敗
者
と
し
て
の
立
場
を
一

気
に
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
国
会
で
は
な
く
、
直
接
国
民
に
聞
い
て
み
た
い

の
だ
と
言
い
切
っ
て
。
今
日
発
表
の
内
閣
支
持
率
は
再
上
昇
。
解
散
へ
の
支

持
も
高
い
。
参
院
で
の
法
案
否
決
の
敗
け
の
ド
ラ
マ
が
、
国
民
の
登
場
と
い

う
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
置
き
換
え
ら
れ
、
全
く
異
な
る
ド
ラ
マ
に
組
み
変
え
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
筋
書
き
が
あ
ら
か
じ
め
想
定
さ
れ
て
い
た
と
は
思
え

な
い
が
、
明
ら
か
に
計
算
ず
み
の
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
も
、
今
に
な
っ
て
は
良
く
解
る
。
自
民
公
明
で
過
半
数
を
取
れ
な
け

れ
ば
退
陣
す
る
と
の
公
言
は
、
新
種
の
公
約
で
も
あ
る
。

　
亀
井
、
綿
貫
等
反
対
勢
力
に
は
こ
の
類
の
ア
ン
テ
ナ
が
無
い
。
そ
れ
故
に

劇
場
国
家
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
こ
の
現
実
に
は
単
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
切
っ
て
捨
て
ら
れ
ぬ
歴
史

の
動
き
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
政
変
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ

く
の
か
は
知
ら
ぬ
が
、
第
一
幕
は
小
泉
首
相
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
の
幕
開
き

だ
っ
た
。
十
一
時
、
世
田
谷
村
の
小
さ
な
椅
子
の
撮
影
に
カ
メ
ラ
マ
ン
、
来

る
。

　
十
五
時
研
究
室
。
十
七
時
半
、
電
通
、
佐
藤
論
氏
と
北
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

打
合
わ
せ
。
十
九
時
前
迄
。
新
大
久
保
近
江
屋
で
打
合
わ
せ
続
行
。
二
十
二

時
前
迄
。
世
田
谷
村
へ
の
帰
途
に
着
く
。
チ
ャ
ン
ス
に
は
当
然
同
程
度
の
リ

ス
ク
が
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
な
が
ら
対
面
し
て
い
る
北
京
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
そ
れ
が
最
大
限
に
我
身
に
襲
来
し
て
い
る
の
を
実
感
す
る
。
こ
の
間
の

事
情
は
、
秋
に
再
開
さ
れ
る
予
定
の
、
山
本
伊
吾
編
集
長
の
「
室
内
」
に
公

開
す
る
予
定
だ
。

　
八
月
十
一
日

　
八
時
半
世
田
谷
村
を
発
つ
。
午
前
中
杏
林
病
院
定
期
検
診
。
体
調
は
良
く

な
い
気
が
す
る
が
、
検
査
の
数
値
そ
の
他
は
概
ね
良
し
と
の
事
。
気
持
と
身

体
は
不
即
不
離
の
筈
だ
が
、
変
だ
な
。

　
病
院
に
居
る
と
周
り
は
皆
老
人
ば
か
り
で
、
し
か
も
身
体
に
な
に
が
し
か

の
不
安
を
持
つ
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
か
ら
、
空
間
は
決
し
て
生
気
に
満
ち
て

は
い
な
い
。
有
体
に
言
え
ば
、
日
没
寸
前
、
た
そ
が
れ
の
空
気
が
ど
ん
よ
り

と
漂
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
身
体
に
侵
入
し
て
く
る
と
、
少
々
気
も
滅
入
る
の

だ
。

　
十
二
時
前
病
院
の
六
階
で
昼
食
。
突
然
、
銅
版
画
に
取
り
組
ん
で
み
る
か

と
思
い
つ
く
。

　
八
月
十
二
日

　
十
時
十
五
分
研
究
室
Ｏ
邸
打
合
わ
せ
。
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